
かつては薄暗く陰気だった公園を改修し周辺
の店舗や街に集まる人 の々休憩スポットや、さ
まざまな出会いの場になるイベントスポットとして
再生された都市の空間資源の掘り起こしプロ
ジェクトである。
　これは渋谷区初のPark-PFI事業（公募設

置管理制度）で、公園の指定管理も担う設計
事務所が設計段階から運営フェーズでの取り
組みをイメージしながら設計したとのことである。
さらに設計事務所が運営側に身を置くことで、
今後のさまざまな設計にフィードバックできると

も使える部材にも変身する。つまり外壁は、工夫
と納まりが内蔵された部材の収納場所なのだ。
これらの手法は災害時の仮設小屋設置などに
応用することもでき、広く日本中に普及してほし
い手法だ。
　これは大都会の公園改修の成功例としてだ
けでなく、各地方の見捨てられた空間資源を
使って大都会に無いものも掘り起こすことがで
きるヒントや希望を与える公園改修プロジェクト
として大いに評価したい。 （三澤文子）

いう成果も期待されるという。
　樹木にあふれた清 し々い公園に生まれ変
わった面積961.53㎡の公園の中に、建築面積
181.92㎡の鉄骨造2階建の店舗がある。鉄骨
ワンスパンは吹抜けの大屋根エリアとして外部
スペースのランウェイエリアにつながり、たくさん
の人が集まるイベントに活用される。
　建物の外装材は、多摩産材が耐久性熟慮
の上使用され木質感がある表情をつくり、公
園の生きた樹木と調和している。それら木材も
単なる外装材としてだけでなくイベント用屋台に
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1 敷地内にある3ｍの高低差を活か
した様 な々レベルを設定し、公園と
建築が立体的に連続するような空
間を実現

2 イベント屋台への組み換えダイア
グラム。木外装は取り外し、公園
内のイベント屋台などとしてトラン
スフォームすることができる

3 外装等の木製材をつなぎあわせて
イベント屋台をつくりやすくするた
めの木材専用クランプ（「つな木クラ
ンプ」）を企画・プロデュース

4 完成したイベント屋台
5 イベントデイ。北谷公園が地域企
業や人の活躍の舞台となる
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